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（2008 年 8 月 5 日掲載） 

 

No.62 「介護保険制度」を巡るこれまでの経緯と今後の問題点を述べよ。 

解答 (1) 「介護保険制度」導入の背景 

①高齢化の進展に伴い，要介護高齢者の増加，介護期間の長期化など，介護ニーズはますま

す増大した。 

②一方，核家族化の進行，介護する家族の高齢化など，要介護高齢者を支えてきた家族をめぐ

る状況も変化した。 

 

(2) 「介護保険制度」導入の意義 

・「介護保険制度」導入の意義は，高齢者の介護を社会全体で支え合う仕組み（介護保険）の創

設である。 

 

(3) 「介護保険制度」の基本的な考え方 

①自立支援・・・単に介護を要する高齢者の身の回りの世話をするということを超えて，高齢者の

自立を支援することを理念とする。 

②利用者本位・・・利用者の選択により，多様な主体から保健医療サービス，福祉サービスを総

合的に受けられる制度とする。 

③社会保険方式・・・給付と負担の関係が明確な社会保険方式を採用する。 

 

(4) 介護保険制度のこれまでの経緯  
- 1997年 12月 ・「介護保険法」成立 

第1期 2000年 4月 ・「介護保険法」施行 

4月 ・第1号保険料の見直し，介護報酬改定 2003年 

5月 ・社会保障審議会に介護保険部会設置（「施行5年後の

見直し」について検討開始） 

6月 ・「改正介護保険法」等成立 

第2期 

2005年 

10月 ・施設給付の見直し 

2006年 4月 ・「改正介護保険法」の前面施行 

・第1号保険料の見直し，介護報酬改定（4月施行分） 
第3期 

2008年 5月 ・「介護保険法及び老人福祉法の一部を改正する法律」

成立 
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(5) 介護保険制度のサイクル 

  ①市町村は3年を1期（2005年度までは5年を1期）とする介護保険事業計画を策定し，3年ごとに

見直しを行う。 
  ②保険料は，3年ごとに，事業計画に定めるサービス費用見込額等に基き，3年間を通じて財政

の均衡を保つよう設定される。（3年度を通じた同一の保険料） 
     ＜1 号被保険者は，全国平均で，第 1 期：2,911 円，第 2 期：3,293 円，第 3 期：4,090 円であ

り，第 1 期から第 3 期で約 40％増である＞ 

 

(6) 介護保険制度の財政（総費用の伸び） 

  ・2000 年度実績：3.6 兆円 → 20 年度予算：7.4 兆円 

 

(7) 介護保険制度にかかわる今後の問題点 

  ①高齢者人口の増加 

  ②認知症高齢者の増加 

  ③老夫婦世帯，高齢者単独世帯の増加 

  ④都市部の超高齢化社会の進展 

  ⑤高齢者の住居の不足 
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